
令和５年度 第1回 盛岡赤十字病院 薬剤部

実施後報告
ご参加頂きありがとうございました。

1月２5日に『令和５年度第1回がん薬薬連携に関する研修会』を開催
いたしました。感染対策の観点からオンラインにて開催し、２５名の方
にご参加いただきました。
今回は当院のがん薬物療法看護認定看護師から「内服抗がん薬の曝露

対策について」、薬剤師より「胃がん（weeklyPTX＋RAM療法）に関
して」について講演を行いました。
曝露対策については、対策の必要性について基本的なことから、患者

さんが行う対策、介助者が行う対策について詳しく学ぶことができまし
た。内服の抗がん薬、対処法につきましては調剤薬局での対応が主にな
ると思いますので、今後の業務に生かしていただける内容だったと思い
ます。今後は高齢の患者さんも抗がん剤治療を受けられる機会が多くな
りますので、家族や介助者への説明も重要になると思います。
胃がん治療では、免疫チェックポイント阻害剤など新規薬剤の使用、

併用が新設されことにより、副作用モニタリングの面でも、薬剤師の継
続的な支援がより必要となります。ますます病薬連携が重要になると考
えますので、今回の研修会がそのきっかけとなれば幸いです。
今後もがん患者への質の高い治療提供に向けて研修会を開催していき

ますので、引き続きご指導のほどよろしくお願いいたします。


